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議

員

紹

介

世代をつなぎ、

みんなで創る

①石橋286番地

②53-0248

③昭和54年12月19日

④私立学校職員

⑤無　⑥一心

一言メッセージ

①住所

②電話番号

③生年月日

④職業

⑤所属政党　⑥所属会派

住みやすくワクワクする

下野市目指します！

①緑六丁目7番地1

②44-4222

③昭和39年10月3日

④無職

⑤無　⑥市民ク

誠実と実行力で作る

住みよい下野市

①石橋793番地6

②52-3164

③昭和22年1月1日

④会社役員

⑤無　⑥清明

まちの活性化の推進に

努力していきます

①中川島178番地3

②48-1172

③昭和27年6月22日

④農業

⑤無　⑥清明

皆さまの声を大切に

活動します

①祇園二丁目8番地2

②44-6621

③昭和30年3月5日

④無職

⑤無　⑥市民ク

帰りたい故郷、下野市

のまちづくりに尽力

①町田900番地

②48-0314

③昭和24年1月22日

④農業

⑤無　⑥一心

市民のさらなる福祉向

上のため働きます

①石橋895番地2

②52-2115

③昭和33年4月24日

④会社役員

⑤公　⑥一心

下野市を元気に！！

①下古山922番地

②52-2772

③昭和40年7月16日

④会社代表

⑤無　⑥一心

環境保全と産業振興の

バランス作りで

①薬師寺1373番地

②48-0217

③昭和34年1月20日

④農業

⑤無　⑥清明

安心・安全な

まちづくり

①仁良川1659番地

②48-0977

③昭和21年7月4日

④会社役員

⑤無　⑥清明

１ 

坂さ
か
む
ら村 

哲て
つ

也や

議
席

番
号 

氏 

名

９ 
中な

か
む
ら村 

節せ
つ

子こ

８ 

奥お
く

田だ 

勉つ
と
む

７ 

相あ
い
ざ
わ澤 

康や
す

男お

15 

磯い
そ

辺べ 

香か

よ代

14 

秋あ
き
や
ま山 

幸ゆ
き

男お

13 

小こ

や

の
谷
野 

晴は
る

夫お

２ 

高た
か
や
ま山 

和か
ず
の
り典

10 

大お
お
し
ま島 

昌ま
さ
ひ
ろ弘

16 

松ま
つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

４
月
22
日
に
執
行
さ

れ
た
下
野
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
、
議
員

定
数
で
あ
る
18
名
が
当

選
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
30
年
５

月
１
日
か
ら
平
成
34
年

４
月
30
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

⑤所属政党の略称　　　公：公明党　　共：日本共産党　　幸：幸福実現党　　無：無所属

⑥所属会派の略称　　　市民ク：下野市民派クラブ　  一心：一心会 　 清明：清明会

議
員
紹
介
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議

員

紹

介

“何事にも全力投球”

でがんばります

①石橋806番地16

②53-0708

③昭和34年3月12日

④自営業

⑤無　⑥清明

市民が安心と安全を

実感できるまちづくり

①川中子3329番地727

②40-6488

③昭和40年5月14日

④自営業

⑤無　⑥一心

市民の声を市政に届け

るため頑張ります

①駅東六丁目5番1号

②40-6511

③昭和35年5月11日

④政党役員

⑤共　⑥無

近隣市町との広域連携

の早期計画、実現

①中大領246番地

②53-4525

③昭和25年12月23日

④会社役員

⑤無　⑥清明

行政と市民とのパイプ

役として尽くします

①駅東六丁目5番13号

②44-0884

③昭和19年10月7日

④会社役員

⑤無　⑥市民ク

人権・平和・環境を大

切にし議論する議会に

①祇園五丁目11番地3

②44-5418

③昭和23年9月1日

④無職

⑤無　⑥市民ク

「初志貫徹」初心を忘

れず最後まで貫き通す

①小金井二丁目3番地8

②44-1575

③昭和19年4月8日

④会社役員

⑤無　⑥一心

心に寄り添うまちづく

りをしてまいります

①小金井3009番地16

②44-0617

③昭和31年11月20日

④自営業

⑤幸　⑥清明

５ 

貝か
い

木き 

幸ゆ
き

男お

３ 
伊い

藤と
う 

陽よ
う

一い
ち

４ 

五ご
の
へ戸 

豊と
よ
ひ
ろ弘

12 

石い
し

田だ 

陽よ
う
い
ち一

11 

髙た
か
は
し橋 

芳よ
し
い
ち市

18 

村む
ら

尾お 

光み
つ

子こ

17 

岡お
か
も
と本 

鉄て
つ

男お

６ 

石い
し
か
わ川 

信の
ぶ

夫お

議
員
の
議
席
は
、
一
般
選
挙
後
最
初
の
会
議
で
議
長
が
指

定
し
ま
す
。
下
野
市
議
会
で
は
、
当
選
回
数
の
少
な
い
方
か

ら
順
に
１
番
～
18
番
と
し
、
当
選
回
数
が
同
じ
場
合
は
年
齢

の
若
い
順
か
ら
と
し
て
い
ま
す
。

各
議
席
に
あ
る
氏
名
標
に
は
、
議
席
番
号
と
氏
名
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

議場での議席の配置

①
②

傍 聴 席

伊藤 五戸

発言者席

演 壇

議 長 席

石川貝木

髙橋 石田小谷野 秋山 磯辺

③ ⑤ ⑥④

⑨
⑩

⑪ ⑬⑫ ⑮⑭

松本

⑦
⑧

⑱
⑰

⑯
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第
1
回
臨
時
会

市
議
会
議
員
改
選
後
、
初
の
臨

時
会
が
５
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
臨
時
会
で
は
、
市
議
会
の

人
事
を
行
い
、
議
長
に
秋
山
幸
男

議
員
、
副
議
長
に
石
田
陽
一
議
員

が
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
組
合
な
ど
一
部
事

務
組
合
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
、

各
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員

会
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の

委
員
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
市
長
か
ら
監
査
委

員
の
選
任
同
意
案
１
件
、
専
決
処

分
の
承
認
３
件
の
計
４
件
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

残
暑
厳
し
き
折
、
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

私
ど
も
は
、
五
月
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
第

八
代
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
今
、
改
め
て
職
の
重
責
を

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

著
し
い
少
子
高
齢
化
の
中
、
地

方
分
権
一
括
法
の
施
行
は
、
自
治

体
に
お
け
る
自
己
決
定
、
自
己
責

任
の
領
域
が
拡
大
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
効
率
的
な
行
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
下
野
市

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
も
、

議
会
の
責
務
、
議
員
と
し
て
の
能

力
と
手
腕
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
議
会
の
果
た
す
役
割
、
議
員

と
し
て
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
常

に
念
頭
に
置
き
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
知
恵
と
熱
意
を
結
集
さ
せ
な
く

て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
経
験
を
活

か
し
、
柔
軟
な
対
応
と
確
固
た
る

信
念
を
も
っ
て
、
市
民
に
よ
り
身

近
で
、
信
頼
と
期
待
を
さ
れ
る
議

会
と
し
て
、
下
野
市
の
発
展
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
身
を
投

げ
う
つ
覚
悟
で
す
。
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新議長に秋山幸男議員、
副議長に石田陽一議員が就任

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

秋山 幸男 議長 石田 陽一 副議長

平成30年第１回

臨時会
５月16日（水）
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５月
１日　議員全員協議会
９日　議員全員協議会
16日　第1回臨時会
21日　総務常任委員会
22日　経済建設常任委員会
23日　教育福祉常任委員会
25日　石橋地区消防組合議会臨時会
30日　全国市議会議長会第94回定期総会
31日　議会運営委員会・議員全員協議会

６月
１日　議会だより編集委員会
７日～ 21日　第２回定例会
19日　議会運営委員会・議員全員協議会
21日　議会だより編集委員会
７月
４日　議会だより編集委員会
12日　教育福祉常任委員会行政視察
　　　（宇都宮市・㈲アップライジング）
19日　第297回栃木県市議会議長会議
20日　議会だより編集委員会
27日　議会だより編集委員会

第
1
回
臨
時
会

人
事

監
査
委
員
の
選
任

下
野
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
、
議
員
選
出
の
委
員
と
し
て

小
谷
野
晴
夫
議
員
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
30
年
５
月
16
日

か
ら
議
員
の
任
期
の
平
成
34
年
４

月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

①市ホームページで閲覧

会議録検索システム

http://www.kaigiroku.net/kensaku/

shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧

※会議録作成の都合上、本会議後概ね２か月後に

閲覧できます。係員にお尋ねください。

市議会本会議の会議録が検索できます

一
部
事
務
組
合
議
員
を
選
出

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
の
議
会
の
議

員
が
、
左
記
の
と
お
り
市
議
会
議
員
か
ら
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
34
年
４
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

小山広域保健衛生組合

髙橋芳市・松本賢一・岡本鉄男
（３人）

小山市、下野市、野木町、上三川町の２市２町で組織さ
れ、各市町議会から計 14 名が組合議員に選出されます。
し尿処理・ごみ処理に関する施設、斎場及び火葬場の建
設や管理運営に関する事務、休日急患診療施設の管理運
営等を共同処理しています。

所在地：小山市大字塩沢 604 番地

石橋地区消防組合

高山和典・貝木幸男・大島昌弘・
石田陽一・秋山幸男（５人）

下野市、上三川町、壬生町の１市２町で組織され、消防
団長及び各市町議会から計 12 名が組合議員として選出
されます。消防に関する事務（消防団を除く）、液化石
油ガス設備工事届の受理に関する事務を共同処理してい
ます。

所在地：下野市下石橋 246 番地 1

第1回臨時会の審議結果
議案等番号 付議事件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容

同意８号 下野市監査委員の選任について 16 0 可決 議員選出委員として小谷野晴夫議員の監査委員選任
に同意。

承認１号 専決処分の承認を求めることについて（下
野市税条例の一部を改正する条例の制定） 17 0 可決

地方税法等の一部改正に伴い、固定資産税の土地に
係る負担調整措置について現行の仕組みを３年延長、
法人市民税の延滞金の特例等について改正。

承認２号
専決処分の承認を求めることについて（下
野市都市計画税条例の一部を改正する条例
の制定）

17 0 可決 地方税法等の一部改正に伴い、都市計画税における
負担調整措置を３年延長する特例等について改正。

承認３号
専決処分の承認を求めることについて（下
野市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定）

17 0 可決
地方税法等の一部改正に伴い、低所得者に係る軽減
判定所得の見直しが行われることになったことによ
り所要の改正を実施。

議
会
の
動
き

小谷野晴夫議員
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第
1
回
臨
時
会

委
員
会
構
成

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
に

よ
り
社
会
構
造
は
複
雑
化
す
る
と

同
時
に
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
も

複
雑
化
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
行
政
が
扱
う
事

案
も
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
課
題
に
対
し
て
、
議
会
が

議
員
全
員
で
詳
細
か
つ
効
率
的
に

多
く
の
案
件
を
審
議
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
議
員
の
中
か
ら
数
名

を
指
名
し
委
員
会
を
つ
く
り
、
分

野
ご
と
に
審
査
・
調
査
を
行
う
こ

と
で
審
議
を
よ
り
専
門
的
・
効
率

的
な
も
の
と
し
ま
す
。こ
れ
を
「
委

員
会
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

本
市
議
会
も
委
員
会
制
度
を
採

用
し
て
お
り
、
分
野
ご
と
に
３
つ

の
「
常
任
委
員
会
」
、
「
議
会
運
営

委
員
会
」
、
「
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

６
名
の
議
員
が
委
員
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
の
案
件
を
審
査
・

調
査
す
る
た
め
「
特
別
委
員
会
」

を
必
要
に
応
じ
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
般
選
挙
後
の
初
議
会
で
議
長

は
各
委
員
会
の
委
員
を
指
名
し
ま

す
。
指
名
さ
れ
た
委
員
は
、
委
員

間
で
委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
互

選
し
ま
す
。
今
臨
時
会
に
お
い
て

秋
山
議
長
か
ら
新
た
に
各
委
員
会

の
委
員
が
指
名
さ
れ
、
委
員
会
が

構
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
各
委
員
会
と
も
委
員
の

任
期
は
２
年
で
す
。

下野市議会の委員会（常設）

■議会運営委員会

■議会だより編集委員会

■総務常任委員会

■経済建設常任委員会

■教育福祉常任委員会

委 員 長　松 本 賢 一　　副委員長　大 島 昌 弘

委　　員　小谷野 晴夫　　委　　員　磯 辺 香 代

委　　員　岡 本 鉄 男　　委　　員　村 尾 光 子

　市議会定例会や臨時会の運営のあり方（会期や議事

日程の調整、一般質問や議案の取り扱いなど）につい

て調査・協議を行います。

　また、市議会の会議規則や委員会条例の改正など、

議会運営に関連する議案についての審査を行います。

　委員会には委員のほか、議長及び副議長も出席しま

す。

委 員 長　中 村 節 子　　副委員長　大 島 昌 弘

委　　員　坂 村 哲 也　　委　　員　高 山 和 典

委　　員　五 戸 豊 弘　　委　　員　相 澤 康 男

　議会の活動や意見等を皆様に周知すべく、議会だよ

りの原稿作成及び編集作業を行います。

　議会だよりは定例会にあわせ年４回（２月15日・５

月15日・８月15日・11月15日）発行します。

議 会 運 営 委 員 会

議会だより編集委員会
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第
1
回
臨
時
会

委 員 長　大 島 昌 弘　　副委員長　中 村 節 子

委　　員　伊 藤 陽 一　　委　　員　奥 田 　 勉

委　　員　髙 橋 芳 市　　委　　員　小谷野 晴夫

　教育福祉常任委員会は、健康福祉部及び教育委員会

の所管に属する事項を調査・審査します。

委 員 長　松 本 賢 一　　副委員長　村 尾 光 子

委　　員　坂 村 哲 也　　委　　員　五 戸 豊 弘

委　　員　貝 木 幸 男　　委　　員　石 田 陽 一

　経済建設常任委員会は、産業振興部、建設水道部及

び農業委員会事務局の所管に属する事項を調査・審査

します。

委 員 長　岡 本 鉄 男　　副委員長　磯 辺 香 代

委　　員　高 山 和 典　　委　　員　石 川 信 夫

委　　員　相 澤 康 男　　委　　員　秋 山 幸 男

　総務常任委員会は、総合政策部、総務部、市民生活

部、会計課及び行政委員会事務局の所管する事項、並

びに他の常任委員会の所管に属しない事項を調査・審

査します。

教育福祉常任委員会

経済建設常任委員会

総 務 常 任 委 員 会

常
任
委
員
会

議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等

（
人
事
案
件
な
ど
一
部
を
除
く
。
）

や
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
、
詳
細

か
つ
慎
重
に
審
査
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
各
常
任
委
員
会
に
審
査
・

調
査
を
委
ね
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

「
委
員
会
付
託
」と
い
い
ま
す
。

本
市
議
会
に
は
３
つ
の
常
任
委

員
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
議
案

等
は
分
野
（
所
管
）ご
と
に
振
り
分

け
ら
れ
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

す
。
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
６
名
の

議
員
で
構
成
さ
れ
、
説
明
員
と
し

て
担
当
部
課
長
が
出
席
し
質
疑
を

行
い
ま
す
。
質
疑
が
終
了
し
た
の

ち
、
委
員
長
は
採
決
を
と
り
、
そ

の
結
果
を
議
会
に
報
告
し
ま
す
。

議
会
は
そ
の
結
果
報
告
を
受
け
、

最
終
的
に
本
会
議
（
議
場
）で
議
案

の
可
否
を
議
決
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
は
、
定
例
会
の

会
期
中
、
お
お
よ
そ
１
～
２
日
間

開
催
さ
れ
ま
す
。
市
役
所
４
階
に

あ
る
特
別
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

本
会
議
同
様
、
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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選
挙
管
理
委
員
会

委
員
の
選
挙

　

本
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
４

名
及
び
同
補
充
員
４
名
を
市
議
会

の
指
名
に
よ
り
選
挙
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
30
年
６
月

16
日
か
ら
平
成
34
年
６
月
15
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。
補
充
員
は
委
員

が
何
ら
か
の
理
由
で
欠
け
た
場
合
、

順
位
に
従
い
委
員
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
９
９
４
０
万
４
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
２
５
６
億
６
０
５
９
万
６
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
義
務
教
育
学

校
整
備
事
業
に
５
５
２
１
万
５
千

円
、
南
河
内
地
区
学
校
給
食
検
討

事
業
に
18
万
８
千
円
を
増
額
。
南

河
内
中
大
規
模
改
修
事
業
を
２
億

５
２
７
０
万
２
千
円
減
額
し
た
。

第
２
回
定
例
会

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
の
15

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。市

長
提
案
に
よ
り
、
30
年
度

補
正
予
算
案
１
件
、
条
例
の
一

部
改
正
案
３
件
、
契
約
の
締
結

議
案
１
件
の
計
５
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
採
決

の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員

が
市
の
対
応
や
考
え
方
を
問
い

た
だ
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
議
会
運
営
の

効
率
化
や
活
性
化
に
向
け
た
調

査
・
研
究
を
目
的
と
し
て
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

平成30年第２回

定例会
６月７日（木）〜６月21日（木）

　

ま
た
、
図
書
館
管
理
運
営
事
業

の
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

策
定
委
員
会
委
員
」
の
報
償
費
と

し
て
３
万
６
千
円
を
追
加
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

南
河
内
中
学
校
大
規
模
改
修

（
建
築
）
工
事
（
Ⅱ
期
）を
事
後
審
査

型
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
実
施
し
、
落
札
者
と
仮
契
約
を

し
た
た
め
、
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

議
決
を
し
ま
し
た
。

契
約
金
額

‥

１
億
５
２
０
１
万
円

契
約
の
相
手
方

‥

株
式
会
社　

前
原
土
建

条
例

そ
の
他

■下野市選挙管理委員会補充員 ■下野市選挙管理委員会委員

氏　名 住　所 順位 氏　名 住　所 新・再

大
おお

木
き

　　德
いさお

下野市下古山 1 金
かね

田
た

　幸
さち

子
こ

下野市橋本 再任

永
なが

吉
よし

　政
まさ

美
み

下野市薬師寺 2 園
その

部
べ

　孝
こう

一
いち

下野市祇園 再任

菅
すが

沼
ぬま

みや子
こ

下野市薬師寺 3 蓬
よもぎ

田
た

　　優
まさる

下野市仁良川 新任

川
かわ

俣
また

　一
かず

由
よし

下野市小金井 4 園
その

部
べ

　立
たつ

也
や

下野市小金井 新任

■平成30年度補正予算  （単位：千円）

会　　計　　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計

(第1号）
1億9,940万4 256億6,059万6

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

去
る
５
月
30
日
、
第
94
回
全
国

市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、
地
方
自
治
の
伸
長
発
展
と
市

政
の
向
上
、
振
興
に
多
大
な
る
貢

献
を
さ
れ
た
功
績
と
し
て
、
本
市

議
会
で
は
在
職
25
年
以
上
と
し
て

村
尾
光
子
議
員
が
、
在
職
15
年
以

上
と
し
て
、
松
本
賢
一
議
員
、
岩

永
博
美
前
議
員
、
髙
山
利
夫
前
議

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
９
９
４
０
万
円
減
額

総
額
２
５
６
億
６
０
５
９
万
円

※在職年数について、町議会議員時の在職期間は２分の１で計算されています。

髙山利夫 前議員 岩永博美 前議員 松本賢一 議員 村尾光子 議員
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議会に報告があったもの（表決はありません）
議案等番号 案　件　名 内　　　容

報告９号 平成29年度下野市一般会計継続費繰越計算書の報告について
大松山運動公園拡張整備事業における陸上競技場・管理棟整備費４億4413万
円を30年度に繰り越し。

報告10号 平成29年度下野市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
南河内中学校大規模改修事業など17事業、７億1919万1000円を30年度に繰り
越し。

報告11号
平成29年度下野市公共下水道事業特別会計継続費繰越計算書の報
告について

仁良川地区雨水管渠整備事業における雨水管整備に係る管渠本体工事と配電
設備移転補償、３億5400万円を30年度に繰り越し。

報告12号
平成29年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事業特
別会計繰越明許費繰越計算書の報告について

仁良川地区土地区画整理事業における物件移転に係る補償補填及び賠償金の
対象物件15件、１億516万円を30年度に繰り越し。

報告13号 平成29年度下野市水道事業会計予算繰越計算書の報告について
仁良川地区配水管布設工事第13工区の工事費518万8800円を30年度に繰り越
し。

報告14号 専決処分の報告について マイナンバーカード交付申請にかかった諸費用の損害賠償額4129円の決定。

表決が分かれた議案の議員賛否状況
議
案
等
番
号

付

議

事

件

坂
村　

哲
也

高
山　

和
典

伊
藤　

陽
一

五
戸　

豊
弘

石
川　

信
夫

貝
木　

幸
男

相
澤　

康
男

奥
田　
　

勉

中
村　

節
子

大
島　

昌
弘

髙
橋　

芳
市

石
田　

陽
一

小
谷
野
晴
夫

秋
山　

幸
男

磯
辺　

香
代

松
本　

賢
一

岡
本　

鉄
男

村
尾　

光
子

議案43号 下野市税条例等の一部改正について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○

議案44号 下野市都市計画税条例の一部改正について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○

議案45号 下野市国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○

議案46号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○

陳情１号
東海第二原発の稼働延長を認めない意見書の提出を求める陳
情

● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● － 欠 ● ● ○

○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）

第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会

会

期

日

程

６
月
７
日　

本
会
議
【
開
会
】

（
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
等
の
選
挙
、
議

案
の
説
明
）

　
　

８
日　

本
会
議

（
一
般
質
問
）

　
　

11
日　

本
会
議

（
一
般
質
問
）

　
　

12
日　

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、
委
員

会
付
託
、
陳
情
の
委

員
会
付
託
）

陳
情
審
査
特
別
委
員
会

　
　

13
日

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
現
地
調
査
、
付
託
案

件
審
査
）

　
　

14
日　

総
務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

15
日

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

（
現
地
調
査
、
付
託
案

件
審
査
）

　
　

19
日

陳
情
審
査
特
別
委
員
会

　
　

21
日　

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

表
決
）

※
今
定
例
会
の
傍
聴
者
数

73
名
（
延
べ
）

第２回臨時会の審議結果
議案等番号 付議事件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容

議案42号 平成30年度下野市一般会計補正予算（第１号） 16 0 可決 当初予算より１億9940万4000円減の256億6059万6000円とする。

議案43号 下野市税条例等の一部改正について 15 1 可決
地方税法等の一部改正に伴い、個人市民税の非課税となる範囲の
拡大や、基礎控除が適用される所得金額の上限の制定等について
改正。

議案44号 下野市都市計画税条例の一部改正について 15 1 可決
地方税法等の一部改正に伴い、都市再生特別措置法による特例措
置が追加されたことに伴う規定の整備。

議案45号 下野市国民健康保険税条例の一部改正について 15 1 可決
下野市国民健康保険税条例の一部改正により、被保険者均等割額、
世帯別平等割額が改正されたことにより、７割、５割、２割の各
種軽減措置を受ける場合の実際に減額する額の改正。

議案46号 工事請負契約の締結について 15 1 可決 下野市立南河内中学校大規模改修(建築）工事（Ⅱ期）の工事請負契約。

陳情１号
東海第二原発の稼働延長を認めない意見書の提出
を求める陳情

4 12 不採択
東海第二原発の稼働延長を認めない意見書を運転期間延長の許可
権限あるいは許可に際し意見を述べる権限を有する関係官庁に提
出する。

税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
下
野
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
し
ま
す
。
主
な
改
正
内
容
は
、

個
人
市
民
税
の
非
課
税
範
囲
の
拡

大
。
基
礎
控
除
が
適
用
さ
れ
る
所

得
金
額
の
上
限
の
制
定
。
固
定
資

産
税
で
は
地
域
決
定
型
地
方
税
制

特
別
措
置
（
通
称

‥

わ
が
ま
ち
特

例
）
の
特
別
項
目
の
追
加
及
び
見

直
し
。
た
ば
こ
税
は
、
加
熱
式
た

ば
こ
の
課
税
方
式
の
見
直
し
や
税

率
の
引
き
上
げ
で
す
。

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
下
野
市
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
す
。
都
市
再
生

特
別
措
置
法
に
よ
る
特
別
措
置
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
規
定
の

整
備
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
可
決
し
た
下
野
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

被
保
険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平

等
割
額
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
７
割
・
５
割
・
２
割
の
各
軽

減
措
置
を
受
け
る
場
合
の
実
際
に

軽
減
す
る
額
を
改
正
し
ま
す
。
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委

員

会

報

告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

常 任 委 員 会
審 査 報 告

総 務

交
通
指
導
員
配
置
事
業

（
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
「
交
通
安
全
対
策
費
」
に
お
け
る
交
通
指
導
員
配
置
事
業
に
つ
い

て
伺
う
。

答
交
通
指
導
員
は
任
期
２
年
間
で
市
内
に
28
名
。
そ
の
う
ち
２
名

が
退
職
さ
れ
た
の
で
、
新
任
の
指
導
員
の
方
へ
の
制
服
等
一
式

を
予
算
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

総 務

下
野
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

問
条
例
改
正
の
根
拠
で
あ
る
地
方
税
法
の
改
正
の
趣
旨
は
。

答
働
き
方
の
多
様
性
等
を
踏
ま
え
、
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
に
向
け
た
賃
上
げ
や
生

産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

経 済
建 設
元
気
な
森
づ
く
り
推
進
事
業

（
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
「
農
業
振
興
費
」
に
お
け
る
「
元
気
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
つ

い
て
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
に
整
備
を
行
っ
た
事
業
に
対
し
て
の
管
理
費
（
雑
草

除
去
や
通
路
の
確
保
）
で
あ
る
。
児
山
城
址
に
５
万
５
千
円
、

地
蔵
山
に
４
万
１
千
円
、
合
計
９
万
６
千
円
を
交
付
す
る
。

教 育
福 祉
南
河
内
地
区
学
校
給
食
検
討
事
業

（
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
検
討
委
員
会
の
構
成
と
検
討
内
容
を
伺
う
。

答
学
識
経
験
者
、
保
護
者
代
表
、
小
中
学
校
の
校
長
、
地
域
自
治

会
の
方
、
栄
養
教
諭
・
栄
養
士
等
の
12
名
を
予
定
し
て
い
る
。

平
成
34
年
の
南
河
内
中
学
校
区
義
務
教
育
学
校
の
開
校
に
向
け
て
の
施

設
整
備
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
地
区
の
給
食
室
が
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
、
南
河
内
地
区
全
体
の
給
食
の
運
営
方
式
や
施
設

の
あ
り
方
も
検
討
す
る
。

教 育
福 祉
義
務
教
育
学
校
整
備
事
業

（
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、
４
名
の
地
権
者
に
説
明
、
協
力
依
頼

を
し
、
個
別
交
渉
を
行
う
。
遅
く
と
も
平
成
32
年
２
月
ま
で
に

は
手
続
き
を
完
了
し
た
い
。
開
発
許
可
・
基
本
設
計
・
実
施
設
計
も
早

急
に
発
注
す
る
。
31
年
６
月
に
建
物
の
補
助
金
申
請
、
32
・
33
年
度
の

２
カ
年
で
工
事
、
34
年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
。

委員会での採決
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●
不
採
択
と
す
べ
き
と
す
る
意

見

‥「
原
発
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
な
い
。
そ
の
開
発
が
最
優
先
に

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」「
原
発
は

運
転
コ
ス
ト
が
安
く
価
格
変
動
が

少
な
い
」「
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出

し
な
い
」

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た

常
任
委
員
会
で
の
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
事
業
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

教育福祉常任委員会

経済建設常任委員会

委

員

会

報

告

元気な森づくり推進事業（児山城址） 元気な森づくり推進事業（地蔵山）

しもつけ風土記の丘資料館 大松山運動公園

　

「
東
海
第
二
原
発
の
稼
働
延
長

を
認
め
な
い
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
、
議
員
全

員
で
慎
重
に
審
査
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員
が

委
員
と
な
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
に
第
１
回
委
員
会
を

開
催
し
、
陳
情
の
内
容
確
認
を

行
っ
た
後
、
審
査
方
法
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

６
月
19
日
に
第
２
回
委
員
会
を

開
催
し
、
陳
情
者
か
ら
趣
旨
説
明
、

質
疑
を
行
い
、
次
に
日
本
原
電
東

海
事
業
本
部
か
ら
安
全
対
策
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
「
不
採
択
」と
な
り
ま
し

た
。

　

●
採
択
す
べ
き
と
す
る
意
見

‥

「
下
野
市
に
一
番
近
い
原
発
で
あ

る
。
事
故
発
生
時
に
は
風
向
き
に

よ
り
放
射
性
物
質
が
届
く
可
能
性

が
あ
る
」「
本
市
も
避
難
対
象
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
。
農
業
へ
の
影
響
、

さ
ら
に
風
評
被
害
が
考
え
ら
れ

る
」「
再
稼
働
に
当
た
っ
て
は
使
用

済
み
核
燃
料
の
問
題
も
解
決
す
べ

き
だ
」

　

下
野
市
議
会
運
営
の
効
率

化
や
活
性
化
に
向
け
た
調

査
・
研
究
を
目
的
と
し
て
、

議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
下

野
市
議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た

陳
情
審
査
特
別
委
員
会

特別委員会の様子
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第
２
回
定
例
会
で
は
、
７
人
の

議
員
が
市
政
に
対
し
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の

内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

問
１

本
市
の
水
道
水
は

１
０
０
％
地
下
水

で
あ
り
、
そ
の
保
全
と
水
質

管
理
と
地
下
水
に
含
ま
れ
る

硝
酸
態
窒
素
の
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
。

答
１

市
長　

本
市
は
、

地
下
水
の
水
質
汚

濁
状
況
を
把
握
す
る
な
ど
、

県
と
連
携
を
図
り
、
水
質
監

視
に
努
め
て
い
る
。
地
下
水

を
く
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
の
断

面
積
が
６
平
方
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
超
を
設
置
す
る
場
合
は
、

市
を
経
由
し
て
設
置
の
届
出

と
地
下
水
の
採
取
量
報
告
が

義
務
付
け
さ
れ
て
お
り
、
本

市
の
届
出
数
は
29
年
度
末
で

99
件
あ
っ
た
。
ま
た
、
38
カ

所
の
井
戸
を
掘
削
し
、
現
在

33
カ
所
稼
働
し
て
い
る
。
井

戸
の
多
く
が
２
０
０
メ
ー
ト

ル
の
深
さ
で
、
水
道
法
に
よ

る
39
項
目
及
び
ク
リ
プ
ト
ス

ポ
リ
ジ
ウ
ム
指
標
菌
な
ど
の

水
質
検
査
を
し
て
い
る
。
本

市
で
は
４
地
点
の
個
人
所
有

の
井
戸
水
を
環
境
基
準
値
以

下
に
な
る
ま
で
監
視
し
、
さ

ら
に
、
環
境
保
全
型
農
業
推

進
補
助
事
業
と
有
機
農
業
の

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

問
２

鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
を
設
置
す
る

の
か
。
ま
た
、
農
作
物
の
被

害
状
況
、
過
去
の
捕
獲
状
況

を
伺
う
。

答
２

市
長　

早
い
時
期

に
鳥
獣
被
害
対
策

連
絡
協
議
会
を
設
置
す
る
。

被
害
は
い
ち
ご
な
ど
１
０
０

万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

産
業
振
興
部
長　

過
去
４
年

間
で
鹿
を
三
頭
捕
獲
し
た
。

大 島 昌 弘 議員

【今回の質問】

１．地下水の保全について

２．野生鳥獣対策について

市内で撮影されたシカ

下野のおいしい水

一
般
質
問
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
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一

般

質

問

一般質問は市ホームページで動画を公開しています。 下野市　市議会 検索

問
１

市
の
誇
れ
る
魅
力

は
、
人
口
一
人
当

た
り
の
医
師
数
が
全
国
１
位

で
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
地

方
創
生
の
取
り
組
み
と
し
て

も
、
子
育
て
世
代
の
人
達
の

本
市
へ
の
移
住
促
進
と
、
本

市
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
供
た

ち
が
、
大
学
な
ど
の
進
学
や

就
職
に
よ
り
一
時
的
に
本
市

を
離
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
結

婚
を
機
に
、
子
供
を
産
み
育

て
る
な
ら
下
野
市
で
、
と
思

問
２

市
営
の
自
転
車
駐

車
場
に
つ
い
て
伺

う
。
①
子
育
て
に
優
し
い
ま

ち
と
し
て
、
学
割
定
期
料
金

を
見
直
せ
な
い
か
。
②
ス
タ

ン
ド
ラ
ッ
ク
を
使
わ
な
い
平

置
き
の
高
齢
者
等
の
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
。
③
自
転
車
駐
車

場
に
保
管
さ
れ
て
い
る
放
置

自
転
車
（
３
駅
で
２
８
３
台
）

の
保
管
・
処
分
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
２

市
民
生
活
部
長　

①
定
期
の
利
用
率

が
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を

っ
て
も
ら
え
る
施
策
の
推
進

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
県

内
で
も
す
で
に
５
市
５
町
に

お
い
て
、
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
助
成
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
速
や
か
に
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。答

１

市
長　

平
成
29
年

度
の
実
績
を
も
と

に
試
算
す
る
と
、
所
得
制
限

を
設
け
ず
、
現
物
給
付
で
実

施
し
た
場
合
の
財
政
負
担
は
、

考
慮
し
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

市
長　

②
現
在
も
一
部
あ
る

が
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、

ふ
や
し
て
い
く
。
③
処
分
手

続
き
が
済
ん
で
い
る
も
の
は

早
急
に
対
応
す
る
。
済
ん
で

い
な
い
も
の
は
、
利
用
者
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
場
所
に
移

動
し
、
利
用
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
。

問
３

平
成
28
年
４
月
か

ら
、

南

河

内

地

区
、
国
分
寺
地
区
で
、
プ
ラ

容
器
包
装
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

約
４
千
５
百
万
円
の
増
加
と

な
る
。
将
来
の
財
政
に
対
す

る
影
響
に
つ
い
て
も
、
経
常

収
支
比
率
が
約
０
・
３
％
程

度
の
上
昇
に
抑
え
ら
れ
る
。

本
市
の
子
育
て
環
境
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
、
子
育
て
が

楽
し
い
、
幸
せ
だ
と
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
来
年
度
か
ら
、
高

校
生
ま
で
の
現
物
給
付
方
式

に
よ
る
、
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
し
て
い
き
た
い
。

製
容
器
包
装
）
の
分
別
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
変
更
に
あ
た

り
、
市
広
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
お
知
ら
せ
は
あ
っ
た

が
、
市
民
へ
の
説
明
会
は
開

か
れ
な
か
っ
た
。
変
更
か
ら

２
年
経
っ
た
が
、
分
別
が
正

し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
う
。
今
か
ら
で
も
説
明

会
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

答
３

市
長　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や

公
民
館
等
で
、
年
内
に
説
明

会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

中 村 節 子 議員

小 谷 野 晴 夫議員

【今回の質問】

１．本市の自転車政策について

２．自転車駐車場の料金と利便性向

上について

３．ごみ分別の説明会開催を

【今回の質問】
１．こども医療費助成制度の対

象年齢の拡大について
２．消防団員への破傷風予防接

種への助成について
３．消防団サポート事業の導入

について

子育てハンドブック

医療費助成に関するチラシ

市民にとって自転車は大切な移動手段です

ゴミ捨ては毎日の生活の一部です
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一

般

質

問

問
１

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
、
聴

覚
障
が
い
者
に
対
す
る
手
話

窓
口
サ
ー
ビ
ス
（
手
話
通
訳

者
の
配
置
）
を
取
り
入
れ
る

考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
学

校
行
事
（
入
学
式
、
卒
業
式
、

授
業
参
観
等
）
の
手
話
通
訳

士
の
派
遣
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
伺
う
。

答
１

市
長　

市
で
は
障

が
い
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
支
え
合
う

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
第

５
期
下
野
市
障
が
い
者
福
祉

問
１

日
本
共
産
党
下
野

市
委
員
会
は
、
国

民
健
康
保
険
税
の
１
世
帯
１

万
円
の
引
き
下
げ
を
求
め
て

い
る
。
個
人
世
帯
８
３
０
６

世
帯
で
あ
る
と
言
う
こ
と
な

の
で
、
１
億
円
以
下
で
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
方
法

は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
が
、
国

保
の
財
政
調
整
基
金
が
、
４

億
円
近
く
あ
る
。
そ
の
基
金

を
使
っ
て
引
き
下
げ
を
求
め

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

答
１

市
長　

本
年
度
か

ら
、
県
が
国
民
健

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
新

規
採
用
職
員
を
含
め
、
思
い

や
り
あ
る
窓
口
対
応
を
周
知

徹
底
し
て
い
る
。
現
在
、
手

話
通
訳
を
習
得
し
て
い
る
職

員
は
い
な
い
が
、
ス
ム
ー
ズ

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
筆
談
ボ
ー
ド
等
で
対
応

し
て
い
る
。
今
後
は
利
用
状

況
を
調
査
し
、
手
話
通
訳
者

を
設
置
す
る
か
検
討
す
る
。

市
職
員
に
お
い
て
も
、
手
話

教
室
へ
の
参
加
や
市
で
の
独

自
研
修
等
も
含
め
考
え
て
い

く
。
今
後
と
も
聴
覚
障
が
い

康
保
険
財
政
の
入
り
と
出
を

一
括
管
理
し
、
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
り
、
安
定
的

な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事

業
の
確
保
等
、
国
民
健
康
保

険
運
営
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
と
い
う
大
き
な
改
革
が

行
わ
れ
た
。
30
年
度
か
ら
適

用
す
る
保
険
税
率
等
の
あ
り

方
に
つ
い
て
諮
問
し
、
協
議

を
重
ね
た
。
30
年
度
は
調
整

を
行
う
に
と
ど
め
、
現
状
維

持
と
す
る
税
率
改
正
を
行
い
、

既
に
軽
減
措
置
を
実
施
し
て

い
る
。

者
が
市
役
所
に
気
軽
に
訪
れ

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

教
育
長　

現
在
、
学
校
が
保

護
者
か
ら
の
派
遣
依
頼
を
受

け
た
場
合
は
、
市
の
社
会
福

祉
課
を
通
じ
て
栃
木
県
視
聴

覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
か

ら
手
話
通
訳
者
が
派
遣
さ
れ

る
。
平
成
29
年
度
は
、
６
回

の
派
遣
を
行
っ
た
。
今
後
も

保
護
者
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
、

学
校
行
事
等
で
の
手
話
通
訳

者
の
派
遣
や
要
約
者
の
派
遣
、

音
声
を
文
字
化
す
る
方
法
等

支
援
に
努
め
て
い
く
。

問
２

小
・
中
学
校
の
給

食
費
を
無
料
化
す

る
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
親
の
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
た
め
に
学
校
給
食
の
無
料

化
、
軽
減
を
求
め
る
。

答
２

市
長　

給
食
費
で

負
担
い
た
だ
い
て

い
る
の
は
食
材
費
の
み
で
あ

る
。
保
護
者
と
と
も
に
食
材

を
考
え
な
が
ら
子
供
た
ち
を

育
て
て
い
き
た
い
。

五 戸 豊 弘 議員

石 川 信 夫 議員

【今回の質問】

１．国民健康保険税について

２．学校給食費の無料化について

【今回の質問】
１．聴覚障がい者への行政サービスの

向上について
２．国分寺跡地の利活用と七重塔復元

について
３．蔓巻公園の排水及び遊具増設につ

いて

窓口に備えてある筆談ボード

国民健康保険の改正により新たに発行される
被保険者証（70 歳未満の方）の見本

●　被保険者証（70歳未満の方）

①　証の名称に「栃木県」が追加されます。

②　「資格取得年月日」の項目が「適用開
始年月日」になります。

③　「保険者名」の項目が「交付者名」にな
ります。
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一

般

質

問

問
１

①
本
年
３
月
、「
地

下
水
１
０
０
％
の

水
道
水
の
維
持
を
求
め
る
要

望
書
」
が
市
民
７
３
１
３
筆

の
署
名
を
添
え
て
下
野
市
長

に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
数
字

の
重
み
は
大
き
い
。
こ
の
要

望
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

②
署
名
活
動
は
限
ら
れ
た
地

域
で
実
施
し
た
が
、
こ
の
働

き
か
け
を
受
け
て
初
め
て
県

南
広
域
的
水
道
整
備
計
画
を

知
っ
た
方
が
多
か
っ
た
と
聞

く
。
署
名
数
か
ら
は
多
く
の

市
民
に
情
報
が
共
有
さ
れ
納

問
１

本
年
１
月
に
発
覚

し
職
員
が
逮
捕
さ

れ
た
公
金
詐
取
事
件
に
関
し

設
置
さ
れ
る
第
三
者
委
員
会

に
つ
い
て
伺
う
。

答
１

市
長　

「
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
確
立

委
員
会
」
と
名
付
け
、
６
月

下
旬
か
ら
開
催
す
る
。
委
員

は
宇
都
宮
大
学
教
授
、
日
本

総
研
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

市
の
顧
問
弁
護
士
の
３
人
。

委
任
事
項
は
事
件
の
検
証
、

再
発
防
止
策
、
職
員
の
倫
理

得
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
。
こ
の
件
に
関
し

て
自
治
基
本
条
例
で
い
う

「
市
民
と
の
協
働
」
を
ど
う
進

め
る
の
か
。
ま
た
、
納
得
で

き
て
い
な
い
人
々
に
は
新
た

な
合
理
的
な
説
明
が
必
要
で

あ
る
。
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

答
１

市
長　

①
提
出
さ

れ
た
要
望
書
は

「
県
が
水
道
水
に
河
川
水
を

導
入
す
べ
き
と
す
る
理
由
は

い
ず
れ
も
的
外
れ
で
あ
る
。

地
下
水
１
０
０
％
の
水
道
水

を
維
持
す
る
よ
う
、
県
南
広

観
や
管
理
監
督
者
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
向
上
策
へ
の
意
見
な

ど
。
市
は
委
員
会
の
調
査
依

頼
に
対
し
全
面
的
に
協
力
す

る
。
委
員
会
か
ら
の
報
告
書

提
出
は
今
年
度
末
を
予
定
し

て
い
る
。
担
当
課
は
総
務
人

事
課
と
し
、
報
告
書
や
進
行

管
理
等
は
公
表
す
る
。

問
１

全
委
員
が
既
に
市

と
深
い
関
わ
り
が

あ
る
。
第
三
者
委
員
会
と
言

え
る
の
か
。
ま
た
、
市
組
織

の
現
状
分
析
で
あ
る
委
員
会

域
的
水
道
整
備
事
業
に
は
参

加
し
な
い
で
」
と
い
う
趣
旨
。

多
く
の
方
か
ら
の
署
名
を
真

摯
に
受
け
止
め
る
。
今
後
示

さ
れ
る
具
体
的
な
施
設
整
備

等
に
係
る
情
報
等
を
も
と
に
、

慎
重
な
検
討
を
重
ね
、
議
会

や
市
民
に
情
報
を
提
供
し
、

ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
。

②
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
市

水
道
事
業
の
将
来
に
わ
た
る

危
機
管
理
等
の
考
え
方
を

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

様
々
な
媒
体
で
お
知
ら
せ
す

る
。

か
ら
の
報
告
書
を
見
な
い
う

ち
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

確
立
と
い
う
目
的
を
持
っ
た

委
員
会
と
し
て
発
足
さ
せ
て

い
る
。
一
般
的
な
第
三
者
委

員
会
と
は
違
う
印
象
だ
。
。

答
１

市
長　

下
野
市
を

良
く
知
っ
て
い
る

方
々
の
ほ
う
が
よ
り
深
く
問

題
点
を
明
か
し
て
も
ら
え
る

と
判
断
し
た
。
委
員
に
は
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立
の
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
て
い

る
。

村 尾 光 子 議員

磯 辺 香 代 議員

【今回の質問】
１．県南広域的水道整備事業計画への

対応策を問う
２．無国籍問題について市はいかに対

処しているのか
３．認知症高齢者の徘徊事故対策とし

て保険加入支援を

【今回の質問】

１．公金詐取事件で設置される第三者

委員会について伺う

２．自治医大駅周辺整備事業は道路利

用者の意見を聞いて！

第１回コンプライアンス確立委員会
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議会議会 傍聴傍聴してみませんか？してみませんか？をを
議会では市民の皆様の生活に関する様々な問題を審議しています。議会がどのように運営されている

か是非傍聴にいらしてください。

●議会を傍聴するには

（１）会議当日、市役所４階の議会事務局前に直接お越しください。

（２）その際、備え付けの受付票に、住所及び氏名を記入し、受付箱に投函してください。

（３）お子様をお連れの方は、ガラス張りで防音効果のある親子傍聴室もご利用いただけます（議場

のみ）。

（４）車いすのまま傍聴できるスペースが３席分あります（議場のみ）。

６月８日の定例会には、国分寺小学校３年生の児童のみなさん（97名）が議会の見学にいらっしゃい
ました。

今号の題字：吉田西小学校　６年　上野優羽さん

下野市議会だより１部あたり
の印刷製本費は約12.4円です。

下
野
市
議
会
だ
よ
り
№
49

平
成
30
年
8
月
15
日
発
行　

年
４
回
発
行

〒
３
２
９
ー

０
４
９
２　

栃
木
県
下
野
市
笹
原
26
番
地

電
話
０
２
８
５

（32）
８
９
１
４
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
５

（32）
８
６
１
４

４
月
の
市
会
議
員
選
挙
を
経

て
、
議
員
の
顔
ぶ
れ
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
も
、
前
回
か
ら
引
き
続
き

編
集
委
員
と
な
る
の
は
私
だ
け
で

す
。大
島
議
員
が
４
年
ぶ
り
の（
当

時
、
委
員
長
）編
集
委
員（
副
委
員

長
）と
な
り
、
あ
と
の
４
人
は
新

人
、
計
６
人
の
体
制
に
な
り
ま
し

た
。今

回
、
編
集
委
員
会
委
員
長
と

い
う
大
役
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

私
た
ち
６
人
の
編
集
委
員
の
カ
ラ

ー
を
出
し
て
い
く
の
か
、
２
年
間

の
短
い
間
で
す
が
、
じ
っ
く
り
考

え
て
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
一
般
質
問
の
ペ
ー

ジ
を
少
々
変
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
ま
で
は
、
質
問
し
た
中
か

ら
１
つ
主
題
と
な
る
も
の
を
決
め

て
書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
、
制
限
字
数
内
で

あ
れ
ば
、
全
部
書
い
て
も
、
項
目

を
し
ぼ
っ
て
も
い
い
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ち
な
み
に
一
般
質
問
の
ペ

ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
が
原
稿
を

書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を
お
読
み
に
な
っ

て
、
何
か
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
是
非
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

（
中
村　

節
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

中
村
節
子

副
委
員
長　

大
島
昌
弘

委　
　

員　

坂
村
哲
也

　

高
山
和
典

　

五
戸
豊
弘

　

相
澤
康
男

下野市社会福祉協議会ボランティアセンターに

おいて下野市議会だよりの音訳ＣＤを貸し出し

ています。現在多数の市民の方に利用していた

だいております。  連絡先:（４３）１２３６

次
号（
№
50
）は
11
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

平成30年 第3回定例会 8月30日(木) 議場にて開会予定
詳しい日程は決定次第、市ホームページ　　　　　　　　　　　　　　　　でお知らせいたします。下野市　市議会 検索

柿沼 希々果さん

市やく所の中ではぎ会が行われていま
した。様子は、ぎ長さんや、ぎいんさ
んなどが集まって市のための話し合い
がされていました。会ぎをしている所
を見て、ありがたいなと、思いました。

さいとう ひなさん

わたしが、しやくしょに行ってすごい
な～と思ったことは、ぎ場をはじめて
見たことです。こんなふうにかいぎを
しているんだなと思いました。

小貫 心さん

下野市の大切なことを話し合っていま
した。市長さんや教育長さんがいて
びっくりしました。下野市のために
いろいろなことを話し合ってくれてい
て、ありがたいと思いました。


